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１．緒言 

 筆者が小学6年生の時に施行された食育基本

法だが，5 年生の時と変わりは感じられない．

現在も食育に積極的に取り組んでいる地域もあ

る．しかし，ほとんどの学校では，食育によっ

て何が変わったのか，問題点は解決されている

のかが分からないのが現状ではないだろうか． 
 そこで，栄養教論をすべての学校に配置する

ということは難しいとされている状況で，今回

は小学校の教員が食育に対してどう考えている

のか．また食育基本法をどの程度知り，どうや

って各教員が食育に関わって問題点を解決して

いるのか明らかにしたいと考え，本研究に取り

組むに至った． 
２．研究方法 

アンケート調査：教職員がどのような意識で

食育に関わっているかを調べ，それを基に考察

する． 
３．結果と考察 
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図 1 各教科で食育に関わっているか 
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図 2 食育基本法について 

 調査結果から，食育基本法ができてから食

育に対してやらなければと感じるようになっ

たと全員が回答している．しかし，食育基本

法については基本理念すら分かっていない教

員が多くいた． 
 食育基本法ができ，食育に対する意識の変

化は見られた．教科の特性を活かして食育に

関わったり，担当しているクラスでの給食指

導や，道徳やライフスキルの授業で食育を行

っている．しかし，食育を理解できていない

教員が多数いる．その結果，食育を知らない

教員が食育を教えたり，家庭と学校が連携で

きずにいるため，現在の児童の肥満や、やせ、

朝食の欠食といった部分の改善が見られない．

この問題から，教員養成の時点で食育に関す

る知識を学んでおかなければいけないと考え

る． 
４．まとめ 

調査結果から，食育基本法が出来てから食

育に対しての意識は高まっている．教科では

その教科の特性を活かして食育に取り組み，

担当のクラスでは主に給食指導として食育に

取り組めてはいるが，食育の本質が見えてい

る教員は少ないと感じられた．その結果，食

育を知らない教員が食育に取り組んでいるた

め，現在問題となっている，肥満児や，やせ

児童，朝食の欠食の改善には至っていないこ

とが分かった． 
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